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板橋区の取り組みについて

１．板橋区の概要

２．いたばし未来創造プラン（平成２５年１月）

３．スマートシティ検討調査報告書（平成２６年７月）

４．板橋区におけるスマート化の取組

５．都市再生に向けた板橋区のまちづくり

６．これからの予定
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第５回再生可能エネルギーと

スマートコミュニティ研究会
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１．板橋区の概要
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①板橋区の位置
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②板橋区の概要

• 自治体種別 特別区

• 面積 32.17 k㎡

• 人口 543,669 人 （平成26年11月1日現在）

• 世帯数 286,271 世帯 〃

• 予算規模 1,915億5千万円 （平成26年度一般会計予算）

• 区政施行 昭和7年10月1日

• 産業 農業 2.4ha （農地面積）

工業 3,994億円 （平成24年度製造品出荷額等）

商業 1兆4,104億円（平成24年度販売額）

１．板橋区の概要
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23区内随一のベッド数を
擁する医療機関のストック

23区中トップクラスの
製造品出荷額を誇る工業

大規模な
集合住宅

公共施設、商業施設
等が高密度に立地

地域課題に取組む活発
な地域団体の活動

にぎわいの中心となる商店街

利便性の高い公共交通機関

区内6大学の知的財産・人材

公園・緑地整備の高い満足度

③板橋区の主な資源

１．板橋区の概要
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【出典】
板橋区スマートシティ検討
調査報告書（平成26年7月）
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公共施設・都市インフラの
維持管理・更新

省エネ・節電・
リサイクル等による
都市の低炭素化

子育て世代への支援

防災力の向上

少子高齢化
の進行

工場地帯の活力向上

市街地の
さらなる活性化

住民等の社会参画

新産業の創出

④板橋区の主な地域課題

１．板橋区の概要
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【出典】
板橋区スマートシティ検討
調査報告書（平成26年7月）

１．板橋区の概要
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⑤板橋区の人口推計と高齢化率の推移



4

①プランの概要と構成

●東日本大震災の発生に

よる防災対策の充実

●リーマンショックに端を

発した世界的な景気低迷

や経済不安の長期化

社会経済環境の
変化による新たな

課題の発生

●人口減少社会の到来

●公共施設等の更新経

費の増大

中長期的な視点から
の課題

第２ステップ 中長期的な取り組み
次期基本計画への橋渡し

第１ステップ 短期的な取り組み

改訂後の「№1プラン2015」編・「経営革新」編の推進

いたばし未来創造プラン

【策定の目的】

人口減少社会が進行する中で、板橋区の

持続的発展を可能とする選択と集中による

成長戦略の展開と、それを支える行財政改

革との連動による区政経営の構造改革

「№１プラン2015」編

今日的な課題に応える

３つの重点政策

「経営革新」編

厳しい財政環境を

克服する行財政改革

区政経営の一体改革

板橋区がめざす将来展望

“いたばし力”の充実により、東京で一番住みたくなるまち

成長戦略を支える区政経営への
転換と公共施設等の計画的な

整備の推進

生産年齢人口を増やし、定住化を
促進するための戦略的な取り組み

〈成長戦略と経営構造改革の連動〉

２．いたばし未来創造プラン（平成２５年１月）
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【出典】
いたばし未来創造プラン
（平成25年1月）

・住んでよかった、住み続けたいと思ってもらえる
ような、人と環境にやさしいまち、災害に負けな
い安心で快適なまちを整備していきます。

成長分野６ 環境にやさしい最先端都市の構築
成長分野７ 倒れない・燃え広がらないまちへの

再生
成長分野８ 都市の顔となる駅前周辺市街地と

交通軸の整備

・地域の個性やにぎわい、強みを活かした活気あふれる
まちを創出することで都市の魅力となる価値を高め、
選ばれるまちとして発信していきます。

成長分野１ 文化・スポーツによるにぎわい創出
成長分野２ 産業文化都市「板橋」の創出
成長分野３ 未来につなぐ子育て・教育
成長分野４ シティプロモーションによる魅力発信
成長分野５ 大学・研究機関等との連携

安心安全環境都市魅力創造発信都市

にぎわいの中心とな
る商店街

23区内随一のベッド

数を擁する医療機
関のストック

地域の課題に取り

組む活発な地域団
体の活動

区内６大学の

知的財産・人材

板橋区
の強み

農地と緑が潤いをもた
らす農業などの産業

23区中第一位の製品

出荷額を誇る工業
都心に短時間でアクセス

できる鉄道路線

平時及び災害時の緊急輸送に

おいて重要な役割を果たす放射
状・環状に延びる幹線道路網

花火大会やマラソンなど高い集客

力とブランド発信力のある大型イベ

ントを打てる広大な荒川河川敷

○○ 板橋区板橋区の強みと成長分野の強みと成長分野
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②板橋区の強みを活かした成長戦略の展開

２．いたばし未来創造プラン

【出典】
いたばし未来創造プラン
（平成25年1月）
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８つの成長分野に対し、経営資源を振り向け、魅力あるまちづくりを積極的に進める成長戦略を構築８つの成長分野に対し、経営資源を振り向け、魅力あるまちづくりを積極的に進める成長戦略を構築

【001】板橋のブランド構築
【002】千客万来のにぎわいの創出

【003】文化・スポーツ事業の戦略的展開

【004】「ものづくりの板橋」のブランド構築
【005】戦略的な産業立地促進

【006】地域資源を活かした健康・医療産業の創出
【007】地域商店街の再生

成長分野４

シティプロモー
ションによる
魅力発信

成長分野５
大学・研究機
関等との連携

成長分野８

都市の顔となる
駅前周辺市街地
と交通軸の整備

【017】都市再生
（高島平、板橋駅・大山駅周辺のまちづ
くりの推進）
【018】未来につながる都市交通インフラ
の整備 （東武東上線連続立体化等など）

成長分野６

環境にやさし
い最先端都市

の構築

成長分野７

倒れない・燃
え広がらない
まちへの再生

【015】低炭素社会をめざしたまちづくり
（スマートシティの可能性検討）

成長分野２
産業文化都市
「板橋」の創

出

成長分野１
文化・スポー
ツによるにぎ
わい創出

【016】災害に強いまちづくり

（建築物の耐震性向上と不燃化の促進など）

【012】板橋区のブランド発信力の強化

【013】観光施策の推進
【014】大学などとの戦略的連携

成長分野３
未来につなぐ
子育て・教育

【008】在宅子育て支援の促進

【009】子育て世帯への支援充実
【010】確かな学力の定着

【011】教員の指導力向上
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２．いたばし未来創造プラン

【出典】
いたばし未来創造プラン
（平成25年1月）

【出典】
板橋区スマートシティ検討
調査報告書（平成26年7月）
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24年度 25年度 26年度 27年度 28年度～

基本計画（平成１８年度～２７年度）

次
期
基
本
計
画
へ

第1ステップ 短期的取り組み

第２ステップ 中長期的取り組み
改
訂
（ロ
ー
リ
ン
グ
）

検討調査 スマートシティの考え方や調査結果を次期基本計画への反映

「板橋区スマート

シティ検討調査」 反映反映

基本構想（平成１７年１０月策定。概ね２０年後を想定）

「No.１プラン2015」

経営革新計画

開
始

魅力創造発信都市

安心安全環境都市

③行政計画との関係と次期基本計画への反映

２．いたばし未来創造プラン
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平成27年度予算プレス発表資料（H27.1.29）より抜粋
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事業地域の位置 戸田市

北区

練馬区

和光市

豊島区

高島平地域
約314ha

板橋駅西口地区
約18.5ha

大山駅周辺地区
約81ha

14
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高島平デザインセンター
【ＴＤＣ】

高島平デザインセンター
【ＴＤＣ】
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大山駅周辺のまちづくりについて
区は、大山駅周辺地区のまちづくりを総合的に推進するため、行政計画として「大
山まちづくり総合計画」を平成26年3月に策定しました。この計画に基づき、鉄道に
よる市街地分断の解消や補助26号線の整備と沿道のまちづくり、駅前広場の整備
の検討などの取り組みを進めています。

東京都は、都議会において大山駅付近を連続立体交差事業の「事業候補区間」に
位置付けることを表明しました

都は、板橋区の策定した「大山まちづくり総合計画」により、地元のまちづくりの方
向性が定まったことから、平成26年9月25日に行われた都議会本会議において、

東武東上線大山駅付近を連続立体交差事業の事業候補区間に位置付け、事業範
囲や構造形式などの調査・検討に着手することを表明しました。
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・ 区では、平成２７年度より「スマートシティ協議会
(仮)」の設立に向けた取組を開始する予定です。

・ 協議会の設立に向けては、国や都を始め、大学、
企業、区民など、様々な主体との連携を図り、既成
市街地におけるスマートなまちづくりをより具体的に
推進していきます。
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区関係各課区関係各課

外部機関
Ａ

メーカー
Ｂ

〈○○事業分科会〉

○○組合

フィールド
の提供

計測・分

析等指標等

知恵

工夫

事務局

区関係各課

区民

〈 ●●事業 分科会 〉

〈スマートシティ推進協議会〉

参加主体の（例）：

区民、民間企業、大学、区など

〈 ■■事業 分科会 〉

〈 □□事業 分科会 〉

分科会の例

【出典】
板橋区スマートシティ検討
調査報告書（平成26年7月）
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【目的】民間による事業化を喚起するための推進体制を整備する必要があるため。
【役割】釜石市スマートコミュニティ基本計画の進捗管理を行い、産・官・学・市民が一体と

なり、具体的な事業化をめざす場としての機能を果たす。推進体制の中心として設置。
１）計画全体の進捗状況確認
２）各施策の具現化（主に民間主導の事業）
３）市への提言
４）市民、事業者への情報発信
５）将来的には、法人化をめざし、国・県の補助金の受け皿、協議会自身による事業化
６）将来的には、市内のスマコミ事業のコントロールセンター化（シンクタンク機能）

【主体】市民、市民団体、事業者、教育機関（大学等）、市
【特徴】事業化を志す市民団体や事業者等に広く開かれた組織とする。事業化に向けた

議論やネットワーク形成を促進するために、分野ごとに分科会を設けている。

①釜石市スマートコミュニティ推進協議会

②釜石市スマートコミュニティコンソーシアム（集合体）
【目的】企業・団体が、具体的な事業を市及び協議会に提案できる仕組を構築するため。
【役割】釜石市スマートコミュニティ基本計画の進捗管理を行い、官民一体となって、

具体的な事業化をめざす場としての機能を果たす。推進体制の中心として設置。
【主体】釜石市スマコミに関する事業実施者、又は事業実施意欲のある企業・団体等、

スマートコミュニティに関する学識経験者
【特徴】市がコンソーシアムに参加を希望する企業・団体を募集・審査し、会員に認定する。
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③民間による「事業化」を喚起する推進体制の概念図

釜石市スマート
コミュニィ

コンソーシアム

まちづくり、産業、

福祉などの部署

が参画する横断
的なワーキング

【出典】
釜石市スマートコミュニティ
基本計画（平成25年3月）

ご清聴ありがとうございました

板橋区 資源環境部 環境戦略担当課
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